
ゆう・あいプラン２０２１

～亀岡市男女共同参画計画～

前期実施計画

2023(令和5)年度実施状況報告

生涯学習部人権啓発課

〇評価指標

Ａ 計画どおり達成できた

Ｂ 実施したが改善が必要

Ｃ 実施しなかった

ー 評価なし（意識調査など当該年度予定なし）

資料５－２



基　本　目　標 重　点　プ　ラ　ン 施　　　　　　　　　策 ページ

１　性別役割分担・差別意識に基づいた制度や慣行の見直し 1

２　制度・慣行の見直しに向けた啓発、情報提供 1～2

３　男女共同参画による行政運営のための職員の意識改革 2

４　男女共同参画社会づくりに向けた人権学習の推進 3～４

５　男女共同参画の視点に立った市の刊行物発行の推進 4

６　リテラシーの育成 5

７　保育所（園）・幼稚園における男女共同参画教育の推進 5

８　学校における男女共同参画教育の推進 6

９　市の審議会等への女性の積極的登用 7

１０　市の女性職員の職域拡大と管理職への積極的登用 7

１１　学校運営体制における男女共同参画の推進 7

１２　企業・各種団体・地域活動における女性の意思決定
　　　の場への参画促進

8

１３　ポジティブ・アクションの推進 9

１４　雇用の場における男女共同参画の促進 9

１５　農林業・自営業における男女共同参画の推進 9

１６　多様な就業機会の確保に向けた支援 10

１７　能力発揮のための学習機会の提供・情報提供 10

１８　男女が子育て・介護を担える環境づくり 10

１９　総合的な子育て支援 11

２０　男女がともに豊かな高齢期をおくる条件整備 12

２１　家庭における男女共同参画の啓発 12

６　ハラスメント防止に向け
　　た取組の実施

２２　職場におけるハラスメント防止対策の推進 13

２３　地域活動における男女共同参画の推進と市民団体・
　　　地域団体の活動への支援

14

２４　地域社会を巻き込んだ男女共同参画の周知と普及、
　　　啓発の強化

14

２５　男女双方の視点等に配慮した緊急時対応 14

２６　女性グループ・ネットワークづくりへの支援 15

２７　社会的に不利な状況にある人々への支援 16

２８　国際交流事業における男女共同参画の推進 17

２９　ライフステージに応じた健康づくりへの支援 17

３０　女性の健康を脅かす問題についての対策の推進 18

１０　LGBTQ＋への理解
　　　促進と支援

３１　LGBTQ＋の人への社会的理解の促進に向けた啓発 19

３２　女性に対する暴力を根絶するための基盤づくり 20

３３　配偶者等からの暴力への対策の推進 ２１～２２

１２　DV被害者への相談や
　　　支援の強化

３４　相談体制の充実と連携の強化 23

３５　庁内連携による計画の推進 24

３６　苦情処理のためのシステムづくり 24

３７　計画の進行管理 24

３８　男女共同参画条例の周知 25

３９　市民との協働による男女共同参画の推進 25

１　男女共同参画社会の
　　実現に向けての意識
　　改革とシステムづくり

１　男女共同参画意識づくり
　　の推進、人権学習の推進

２　子どもの頃からの男女
　　共同参画の理解の促進

２　誰もが働きやすく活躍
　　できる環境づくり
　　【女性活躍推進計画】

３　政策・方針決定の場への
　　女性の参画の促進

４　就労の場における男女
　　共同参画の推進

５　仕事と生活の調和
　　（ワーク・ライフ・バランス）
　　を実現できる環境づくり

５　市民と行政の協働に
　　よる男女共同参画の
　　推進

１３　男女共同参画の
　　　実効性の確保

１４　男女共同参画事業
　　　の周知

３　あらゆる差別のない
　　地域づくり

７　男女の視点を取り入れ
　　た市民活動・地域防災
　　活動の推進

８　多様な立場の困難を
　　抱えた人々への支援

９　生涯にわたる健康の
　　保持と促進

４　あらゆる暴力の根絶
　　に向けた環境づくり
　　【DV対策基本計画】

１１　暴力に気づき、暴力を
　　　ふるわない、許さない
　　　意識づくり



基本目標 １　男女共同参画社会の実現に向けての意識改革とシステムづくり

重点プラン １　男女共同参画意識づくりの推進、人権学習の推進
施策 １　性別役割分担・差別意識に基づいた制度や慣行の見直し

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

「男は仕事、
女は家庭のこ
とを主に担
う」という考
え方に、同感
しない市民の
割合

60.0%

‐
(2024(令和
6)年度に意
識調査を実
施予定)

社会全体の中
で男女の地位
は平等になっ
ていると思う
市民の割合

30.0%

‐
(2024(令和
6)年度に意
識調査を実
施予定)

基本目標 １　男女共同参画社会の実現に向けての意識改革とシステムづくり
重点プラン １　男女共同参画意識づくりの推進、人権学習の推進
施策 ２　制度・慣行の見直しに向けた啓発、情報提供

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

広報紙、ホー
ムページ、Ｓ
ＮＳ等の広報
媒体において
特集記事掲載

年1回以上

ヒューマン
フェスタ・
ゆうあい
フォーラム
告知　LINE1
回
facebook２
回

イベント告知
記事等を掲載

年1回以上
広報誌
掲載８回

3 情報紙「ゆう・
あいネット」の発
行

「ゆう・あい
ネット」の発
行

年2回 年2回

○年2回(vol.48・
49)各31,900部発行
し、全戸配布とHP掲
載を行った。
○市民公募の編集ス
タッフ3名との協働
により編集し、女性
の社会進出やフェム
テックをテーマに身
近にあるジェンダー
課題を取り上げた。
○情報誌を通じて男
女共同参画意識に関
する意見募集を行っ
た。

574 A

社会情勢を捉え
ながらいろんな
テーマを取り上
げ、さらに男女
共同参画の意識
を啓発する内容
を掲載してい
く。

人権啓発課

人権啓発課

2023(令和5)年度実施状況報告

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

1 男女共同参画意
識調査

2024(令和6)年度に
実施予定

- -

男女共同参画意
識の浸透を確
認、分析、把握
するため、
2024(令和6)年度
に実施予定。市
民の意識調査結
果を男女の固定
的な役割分担意
識の変革を促す
ための啓発に活
用する。

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

2 市広報媒体を通
じた啓発・情報提
供

男女共同参画にかか
る啓発事業等につい
て、広報紙、ホーム
ページ、ＳＮＳ等に
おいて特集記事、イ
ベント告知記事等を
掲載した。

- A

すべての広報媒
体の表現におい
て、ジェンダー
に敏感な視点で
の文章作成に取
り組む。
男女共同参画に
関するイベント
等の告知を行
い、市民への参
加啓発を行う。

広報プロ
モーション

課

1



成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

男女共同参画
に関する図書
の購入冊数

年25冊 年26冊

男女共同参画
に関する図書
の展示の実施
回数

年2回 年2回

男女共同参画
やジェンダー
を意識したお
はなし会の実
施回数

年1回 0回

5　啓発ビデオの
貸出、情報提供

- - 貸出数31件

人権教育教材の貸出
等を通じて、性別に
かかわりなく、その
個性と能力が十分発
揮でき、多様な生き
方ができる社会を目
指して人権意識の向
上に努めた。

- A

引き続き、広報
に努め人権教
育・学習活動を
推進する。

社会教育課

基本目標 １　男女共同参画社会の実現に向けての意識改革とシステムづくり
重点プラン １　男女共同参画意識づくりの推進、人権学習の推進
施策 ３　男女共同参画による行政運営のための職員の意識改革

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

6 市職員の研修の
充実

男女共同参画
にかかる研修
の実施回数

年1回以上 年1回

人権研修の中で男女
共同参画にかかる集
合研修を実施した。
（人権行政担当主任
４７人対象）

- A

市職員としての
責任や役割の再
認識を徹底し、
ジェンダーをは
じめとする人権
意識の一層の向
上を図る。

人事課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

4　関連図書・資
料の収集と提供

男女共同参画のテー
マの図書展示及び目
録作成を行い、図書
館内で配布する。ま
た、男女共同参画な
どに関した最新の本
を市民に提供するた
めに収集する。

44 A

継続して実施し
ていく。おはな
し会については
努力する。

図書館

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

2



基本目標 １　男女共同参画社会の実現に向けての意識改革とシステムづくり
重点プラン １　男女共同参画意識づくりの推進、人権学習の推進
施策 ４　男女共同参画意識づくりに向けた人権学習の推進

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

7　ゆう・あいセ
ミナーの開催

ゆう・あいセ
ミナーの開催
回数

年2回以上 年4回

○LGBTQ＋フレンド
リーな職場づくりの
ためにできること～
「性の多様性」への
理解～をテーマにイ
クボス講座を開催し
た。
○DVをテーマにDV防
止啓発講座を開催し
た。
○SOGIE/LGBTQ＋理
解促進をテーマにス
キルアップセミナー
を2回開催した。

238 A

多くの市民に参
加してもらえる
よう、世間で話
題になっている
身近なテーマで
講座を実施する
とともに、広く
情報が行き渡る
よう広報を工夫
する。

人権啓発課

8　生涯学習ゆ
う・あい賞顕彰制
度の実施

- -

生涯学習ゆ
う・あい賞
の表彰を実
施した。

一人ひとりが互いに
認め合い尊重し合う
生涯学習のまちづく
りを進め、男女共同
参画社会の発展に大
きく寄与している個
人または団体を表彰
する。

1,944 A

2024(令和6)年度
は生涯学習大賞
の表彰を行う予
定。

市民力
推進課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

3



成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

9　人権教育講座
の開催

- - 年5回

性別にかかわりなく
誰もが自分らしく生
きることができる社
会を目指し、性の多
様性や子どもの人権
などにおいて男女共
同参画の視点を取り
入れた講座を開催し
た。

505 A

継続して男女共
同参画の視点を
取り入れた講座
を開催する。

社会教育課

10　出会い・発
見・共生　人権を
考える亀岡市女性
集会の開催

- - 年1回

３年ぶりに会場に一
堂に会して開催する
ことができた。女性
が自身の能力と個性
を発揮し安心して暮
らせるような情報を
盛り込んだ資料集を
配布した。

1,264 A

一人でも多くの
市民が人権や男
女共同参画につ
いて考える場と
なるような集会
を開催する。

社会教育課

基本目標 １　男女共同参画社会の実現に向けての意識改革とシステムづくり
重点プラン １　男女共同参画意識づくりの推進、人権学習の推進
施策 ５　男女共同参画の視点に立った市の刊行物発行の推進

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

11　市の広報媒体
におけるジェン
ダーに敏感な視点
での情報発信

広報広聴主任
に対する周知
回数

年1回 年1回

本市の広報媒体で発
信する内容がジェン
ダーに敏感な視点に
立ったものになるよ
うにした。

- A

広報媒体におい
て、ジェンダー
に敏感な視点で
表現されている
ことの確認を徹
底する。
広報広聴主任会
議等で周知し各
課の共通認識と
する。

広報プロ
モーション

課

12　ジェンダーに
敏感な視点による
市の公文書の点検

文書取扱主任
に対する周知
回数

年1回 年1回

公文書作成におい
て、ジェンダーに敏
感な視点で適切な表
現に努めるため、文
書取扱主任会議を通
じて職員への周知を
図った。

- A

文書主任会議を
年１回開催し、
ジェンダーに敏
感な視点で公文
書を作成するよ
う継続して周知
する。

総務課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績

2023(令和5)年度
以降の事業の方

向
（改善点等）

担当課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

4



基本目標 １　男女共同参画社会の実現に向けての意識改革とシステムづくり
重点プラン １　男女共同参画意識づくりの推進、人権学習の推進
施策 ６　リテラシーの育成

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

13　法令等の理解
促進（リーガルリ
テラシー）

リーガルリテ
ラシーについ
て情報提供を
行う回数

年1回 年3回

ゆう・あいフォーラ
ム、セミナー、男女
共同参画週間におい
て、男女共同参画に
関連深い法律等のパ
ンフレット等の配布
やパネル展示を行
い、市民に周知を
図った。

- A

ゆう・あい
フォーラム、セ
ミナー、男女共
同参画週間を通
じての情報提供
を継続して実施
する。

人権啓発課

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

14　メディアを主
体的に読み解く力
（メディア・リテ
ラシー）に関する
学習事業

広報媒体にお
いて情報提供
を行う回数

年1回 年2回

メディアで注目され
た話題を情報紙で取
り上げ、男女共同参
画の視点で読み解き
活用できるよう情報
提供を行った。

- A

情報紙を通じ
て、注目されて
いる話題を取り
上げ、継続的に
情報提供を実施
する。

人権啓発課

基本目標 １　男女共同参画社会の実現に向けての意識改革とシステムづくり
重点プラン ２　子どもの頃からの男女共同参画の理解の促進
施策 ７　保育所（園）・幼稚園における男女共同参画教育の推進

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

1　男女共同参画
の視点に立った保
育の実践研究事業

保育所（園）
における男女
共同参画の内
容を含む研修
の実施回数

年1回以上 年13回

○月例研修のほか、
男女共同参画の推進
に向けた人権保育・
障がい児保育等の各
研修会を実施した。
○教材・絵本の見直
しや、性別にかかわ
らない声かけなど、
男女共同参画の視点
にたって保育活動を
推進した。

167 A

各研修会を引き
続き実施し、人
権保育を推進す
る。

保育課

2　幼稚園におけ
る男女共同参画の
視点に立った教育
の推進

幼稚園におけ
る男女共同参
画の内容を含
む研修の実施
回数

年1回以上 年12回

〇園児一人ひとりの
基本的人権の尊重と
男女共同参画に視点
を置き、園生活の中
で道徳性やルールが
身に付けられるよ
う、幼児教育を推進
した。
〇教職員の意識向上
が図れるよう研修を
実施した。

－ A

教職員の人権意
識向上を図り、
園児一人ひとり
の人権を尊重し
た幼児教育を行
う。

保育課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

5



基本目標 １　男女共同参画社会の実現に向けての意識改革とシステムづくり
重点プラン ２　子どもの頃からの男女共同参画の理解の促進
施策 ８　学校における男女共同参画教育の推進

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

3 学校における男
女共同参画の視点
に立った教育の推
進

- -

児童生徒が、各教科
や総合的な学習の時
間の中で、いのちの
大切さ、個性の尊重
や相互理解などにつ
いての学習を進め
た。
また、教職員の指導
方法の工夫・改善に
向けた研究活動の取
り組みを支援し、自
立と共生に向け、性
別にとらわれない教
育活動を推進するた
めの教職員研修を実
施した。

275 A
継続して実施す
る。

学校教育課

4　心身の健康と
安全に関わる教育
の充実

- -

学校教育の中で発達
段階に応じ、喫煙・
飲酒についての健康
被害やＨＩＶ／エイ
ズ、性感染症、薬物
乱用の有害性などに
関する正確な知識・
情報の提供を行っ
た。また、健康な身
体づくりを支援でき
る取り組みを進め
た。さらに、食に関
する正しい知識の普
及啓発を図るため、
食育の推進に努め
た。
〇発達段階に応じた
喫煙・薬物乱用防止
及び性教育等の実施
〇収穫や料理など体
験を通じた食育の普
及啓発

5,004 A
継続して実施す
る。

学校教育課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

6



基本目標 ２　誰もが働きやすく活躍できる環境づくり　【女性活躍推進計画】

重点プラン ３　政策・方針決定の場への女性の参画の促進
施策 ９　市の審議会等への女性の積極的登用

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費

（千円）
評価

審議会等の女
性委員の比率

50.0% 34.1%

女性委員のい
ない審議会等
の数

0 1

基本目標 ２　誰もが働きやすく活躍できる環境づくり　【女性活躍推進計画】
重点プラン ３　政策・方針決定の場への女性の参画の促進
施策 10　市の女性職員の職域拡大と管理職への積極的登用

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費

（千円）
評価

2 市女性職員の管
理監督職への積極
的登用

管理監督者に
占める女性職
員の割合

40.0％以上 34.7%

能力実績主義を基本
に「亀岡市人材育成
基本方針」も踏ま
え、定期人事異動に
おける女性の管理監
督職への登用を積極
的に図る。

- A

能力実績主義を
基本に、適材適
所の人事異動に
より、女性の管
理職員の率を増
加させる

人事課

基本目標 ２　誰もが働きやすく活躍できる環境づくり　【女性活躍推進計画】
重点プラン ３　政策・方針決定の場への女性の参画の促進
施策 11　学校運営体制における男女共同参画の推進

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費

（千円）
評価

小学校（義務
教育学校前期
課程含む）に
おける女性管
理職の登用率

40.0% 40.0%

中学校（義務
教育学校後期
課程含む）に
おける女性管
理職の登用率

20.0% 8.3%

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

1　市の審議会等
への女性の積極的
登用

政策・方針決定の場
に男女が対等に参画
し意見を反映させる
ため、「審議会等の
設置及び公開に関す
る指針」を遵守する
よう全庁に周知し、
「審議会等への女性
の登用推進方策」に
基づく事前協議を行
い、女性の積極的登
用を促進する。

- B

「審議会等の設
置及び公開に関
する指針」に基
づき、女性の登
用促進を図る。

企画調整課

人権啓発課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

※１　本施策については、京都府教育委員会の所管となるため、評価の対象とはせず、参考値として記載します。

3　学校運営にお
ける男女共同参画
の推進 ※１

女性教職員の能力・
意欲に基づき、管理
職への登用を促進す
る。

- - - 教育総務課
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基本目標 ２　誰もが働きやすく活躍できる環境づくり　【女性活躍推進計画】
重点プラン ３　政策・方針決定の場への女性の参画の促進
施策 12　企業・各種団体・地域活動における女性の意思決定の場への参画促進

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費

（千円）
評価

企業における
人権講座開催
回数

年1回以上 年1回

ポジティブ・
アクションに
向けたチラシ
配布回数

年1回以上 年1回

5　ゆう・あい地
域講座の開催

ゆう・あい地
域講座でのア
ンケート結果
「男女共同参
画の意識が高
まった」の割
合

80.0％以
上

50.0%

馬路町自治会でゆ
う・あい地域講座を
開催し、LGBTQ+の基
本的な知識など男女
共同参画について啓
発を行った。

19 B

身近なテーマか
ら男女共同参画
について考える
講座を継続して
実施する。

人権啓発課

- -

自治会連合会人権研
修として、生命（い
のち）の安全教育を
学習する中で、ジェ
ンダー平等にも言及
し、意思決定の場へ
の女性参画促進の意
識付けを行った。

0 A

自治会に対して
地域づくりやま
ちづくり等あら
ゆる分野におけ
る意思決定の場
への女性の参画
促進について意
識付けを随時行
う。

自治防災課

女性農業委員
数

10人 4人

○女性委員が総会、
耕作放棄地調査、研
修交流会等に積極的
に参加するよう促
す。
○「農業委員会だよ
り」の編集に女性委
員に参画するよう促
す。（年1回発行）

70 B
継続して女性委
員の参画を図
る。

農業委員会

- - 4名

審議会委員の改選に
当たっては、各団体
に女性委員の推薦を
積極的に依頼する。

97 B

今後も、改選に
当たっては女性
委員の推薦を積
極的に依頼す
る。

農林振興課

- -

7校で女性会
長が選任さ
れるなど、
ＰＴＡ運営
に多くの女
性役員の参
画を得た。

社会教育関係団体等
に対して啓発資料等
を配布し、女性の意
思決定の場への参画
を促進した。

- A

多くの女性が役
員としてＰＴＡ
活動に参加して
いただいている
ので、家庭を持
つ女性たちに
とって負担にな
りすぎないＰＴ
Ａ活動を事務局
とともに進めて
いく。

社会教育課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

6　地域活動等あ
らゆる分野におけ
る、意思決定の場
への女性の参画促
進

4　企業・事業所
等への啓発・情報
提供

○市内企業・事業所
の経営者（雇用者）
に対して、女性の職
域拡大、管理職への
登用、女性能力開発
のための研修機会の
拡充を図るための啓
発、情報提供を行っ
た。
○人権研修会の開催
案内を企業に対し行
うことで、積極的な
参加を促した。

0 A

引き続き市内企
業・事業者に対
して情報提供を
行うことで人権
意識の向上に努
める。

商工観光課

8



基本目標 ２　誰もが働きやすく活躍できる環境づくり　【女性活躍推進計画】
重点プラン ３　政策・方針決定の場への女性の参画の促進
施策 13　ポジティブ・アクションの推進

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費

（千円）
評価

7　ポジティブ・
アクション（積極
的改善措置）につ
いての啓発・情報
提供

ポジティブ・
アクションに
ついて情報提
供を行う回数

年1回 年1回

審議会等への女性の
登用推進方策につい
て、ホームページ等
を利用して情報提供
を行った。

- A

ポジティブ・ア
クションの趣旨
についてわかり
やすい啓発・情
報提供に努め
る。

人権啓発課

基本目標 ２　誰もが働きやすく活躍できる環境づくり　【女性活躍推進計画】
重点プラン ４　就労の場における男女共同参画の推進
施策 14　雇用の場における男女共同参画の促進

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費

（千円）
評価

企業における
人権講座開催
回数

年1回以上 年1回

ポジティブ・
アクションに
向けたチラシ
の配布回数

年1回以上 年1回

基本目標 ２　誰もが働きやすく活躍できる環境づくり　【女性活躍推進計画】
重点プラン ４　就労の場における男女共同参画の推進
施策 15　農林業・自営業における男女共同参画の推進

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費

（千円）
評価

2　第3次亀岡市元
気農業プランの推
進

ふるさと料理
塾開催回数

年5回 年4回

朝市や加工グループ
等への男女共同参画
の推進をするため
に、情報提供等を行
い支援する。伝統
食、郷土食等の保
存・継承・啓発活動
を行う中で、性別問
わず参加者を募り、
男女共同参画の推進
を行う。

210 A

2023(令和5)年度
夏季開催から
「食」にひと手
間講座として開
催しており、今
後も継続して実
施する。
性別を問わず参
加を募り、男女
共同参画の推進
を行う。

農林振興課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績

2023(令和5)年度
以降の事業の方

向
（改善点等）

担当課

商工観光課

人権啓発課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

1 男女雇用機会均
等法など労働関連
の法律や制度の周
知

市内企業・事業所の
経営者（雇用者）に
対し、男女共同参画
を推進するため、セ
ミナーや情報紙など
により、企業体制の
整備と働く女性の人
権、地位向上に向
け、法制度を周知し
た。

0 A

引き続き市内企
業・事業者に対
して情報提供を
行うことで人権
意識の向上に努
める。

9



基本目標 ２　誰もが働きやすく活躍できる環境づくり　【女性活躍推進計画】
重点プラン ４　就労の場における男女共同参画の推進
施策 16　多様な就業機会の確保に向けた支援

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費

（千円）
評価

企業における
人権講座開催
回数

年1回以上 年1回

ポジティブ・
アクションに
向けたチラシ
の配布回数

年1回以上 年1回

4　小学校給食の
提供

- - 100%

市内17小学校及び義
務教育学校（前期課
程）の学校給食の提
供を行う。

198,949 A

栄養バランスに
配慮した学校給
食の提供を行
う。

学校給食
センター

基本目標 ２　誰もが働きやすく活躍できる環境づくり　【女性活躍推進計画】
重点プラン ４　就労の場における男女共同参画の推進
施策 17　能力発揮のための学習機会の提供・情報提供

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費

（千円）
評価

5　エンパワーメ
ント・スキルアッ
プ講座の開催

エンパワーメ
ントセミ
ナー・スキル
アップセミ
ナーの開催回
数

年2回以上 年3回

〇エンパワーメント
セミナーはこどもま
んなか社会の実現に
むけて～親、学校、
地域ができることを
考える～をテーマに
開催した。
〇スキルアップセミ
ナーはSOGIE/LGBTQ+
理解促進をテーマに
2回開催した。

129 A

男女共同参画推
進を妨げる男女
の固定的な性別
役割分担意識の
変革を促すた
め、多くの人に
参加いただける
身近なテーマで
講座を開催す
る。

人権啓発課

基本目標 ２　誰もが働きやすく活躍できる環境づくり　【女性活躍推進計画】
重点プラン ５　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）を実現できる環境づくり
施策 18　男女が子育て・介護を担える環境づくり

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費

（千円）
評価

企業を対象と
したイクボス
講座の開催回
数

年1回 年1回

家庭生活にお
いて男女が平
等であるとい
う意識

40.0%

-
(2024(令和
6)年度に意
識調査実施

予定)

商工観光課

人権啓発課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

3 男女雇用機会均
等法など労働関連
の法律や制度の周
知（再掲）

市内企業・事業所の
経営者（雇用者）に
対し、男女共同参画
を推進するため、セ
ミナーや情報紙など
により、企業体制の
整備と働く女性の人
権、地位向上に向
け、法制度を周知し
た。

0 A

引き続き市内企
業・事業者に対
して情報提供を
行うことで人権
意識の向上に努
める。

人権啓発課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

1 仕事と生活の調
和（ワーク・ライ
フ・バランス）の
とれた働き方の促
進

〇LGBTQ＋フレンド
リーな職場づくりの
ためにできること～
「性の多様性」への
理解～をテーマにイ
クボス講座を開催し
た。
〇意識調査は
2024(令和6)年度に
実施予定。

72 A

多くの企業にも
参加してもらえ
るよう、継続的
にイクボス講座
を実施し、男女
平等意識の向上
に繋げる。

10



基本目標 ２　誰もが働きやすく活躍できる環境づくり　【女性活躍推進計画】
重点プラン ５　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）を実現できる環境づくり
施策 19　総合的な子育て支援

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費

（千円）
評価

2 保育サービス - - -

保護者の就労形態や
勤務時間帯の多様化
によるニーズに対応
するため、一時保
育、延長保育、休日
保育、病児・病後児
保育の実施による子
育て支援を行った。

91,900 A

引き続き、保護
者の多様化する
保育ニーズに対
応する子育て支
援を行う。

保育課

3 地域ぐるみの子
育て支援

- -

ファミリー
サポートセ
ンター会員
数　1,105人

子育て家庭の孤立化
や負担感の解消を図
るため、地域子育て
支援拠点事業や利用
者支援事業を展開す
る中で、親子の居場
所づくりや子育て情
報の発信・提供、育
児不安等への相談対
応を行うとともに、
ファミリーサポート
事業の充実を図る。

42,868 A

相互援助活動数
が増加してお
り、依然として
ニーズは高く、
利用者のニーズ
に応じた適切な
援助活動が実施
できるよう、引
き続き子育て支
援員研修等を通
じて、事業従事
者の資質向上に
努めるととも
に、会員数（特
にまかせて会
員）の確保に努
めていく。

子育て支援
課

4 亀岡市放課後児
童健全育成事業
（放課後児童会）

- -
入会児童数
1,220人

※年間平均

保護者が就労等によ
り昼間家庭にいない
児童に適切な遊び及
び生活の場を提供
し、児童の健全な育
成を図るとともに、
働く世代の子育てを
支援する施策の一環
として、市内全校区
においてかめおか児
童クラブを開設し
た。

290,504 A

平日午後7時まで
の延長や土日祝
日の開設等によ
り、子育て支援
を推進する。入
会児童数の増加
に対応できるよ
う、開設場所や
人材を確保し、
保育環境の向上
に取り組む。

社会教育課

親子活動の場
の提供回数

年20回 年25回

親子活動の参
加者数

1,000人 571人

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

5 亀岡生き物大学

亀岡の豊かな自然の
中での親子活動を通
じ、性別にとらわれ
ない学びの場を提供
する。

1,200 A

親子や参加者同
士でペアを組む
など、お互いを
尊重し活動でき
るような事業を
行っていく。
環境プロモー
ションセンター
を活用した事業
を行っていく。

環境政策課

11



基本目標 ２　誰もが働きやすく活躍できる環境づくり　【女性活躍推進計画】
重点プラン ５　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）を実現できる環境づくり
施策 20　男女がともに豊かな高齢期をおくる条件整備

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費

（千円）
評価

6 亀岡市さわやか
教室

- -

男女共同参
画に関する
講座を6回開
催した。

高齢者が地域社会の
一員であることの自
覚を持ち、自らの生
きがいのある人生を
目指し、その時代に
ふさわしい社会的能
力を伸ばすため、教
室を開催し、学習機
会や交流の機会を提
供する。

555
(全体額)

A

男女ともに豊か
な高齢期をおく
るために必要な
知識を得るとと
もに、日々の生
活や家庭及び地
域社会で活かす
ことができるよ
うな学習機会の
提供を行う。

社会教育課

基本目標 ２　誰もが働きやすく活躍できる環境づくり　【女性活躍推進計画】
重点プラン ５　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）を実現できる環境づくり
施策 21　家庭における男女共同参画の啓発

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費

（千円）
評価

企業を対象と
したイクボス
講座の開催回
数

年1回 年1回

家庭生活にお
いて男女が平
等であるとい
う意識

40.0%

-
(2024(令和
6)年度に意
識調査実施

予定)

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

人権啓発課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

7 仕事と生活の調
和（ワーク・ライ
フ・バランス）の
とれた働き方の促
進（再掲）

〇LGBTQ＋フレンド
リーな職場づくりの
ためにできること～
「性の多様性」への
理解～をテーマにイ
クボス講座を開催し
た。
〇意識調査は
2024(令和6)年度に
実施予定。

72 A

多くの企業にも
参加してもらえ
るよう、継続的
にイクボス講座
を実施し、男女
平等意識の向上
に繋げる。

12



基本目標 ２　誰もが働きやすく活躍できる環境づくり　【女性活躍推進計画】
重点プラン ６　ハラスメント防止に向けた取組の実施
施策 22　職場におけるハラスメント防止対策の推進

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費

（千円）
評価

1　ハラスメント
防止のための啓発

ハラスメント
防止のための
情報提供の回
数

年1回以上 年3回

〇ゆう・あいフォー
ラムで暴力防止につ
いての展示や「お互
いを大切にする」た
めのメッセージを記
入いただくパープル
リボンメッセージ展
を開催した。
〇ＤＶのこころと体
への影響をテーマに
ＤＶ防止啓発講座を
開催した。
〇LGBTQ＋フレンド
リーな職場づくりの
ためにできること～
「性の多様性」への
理解～をテーマとし
てイクボス講座を開
催した。

912 A

継続して、ゆ
う・あいフォー
ラムや講座を活
用して、啓発を
行う。

人権啓発課

2　セクシュア
ル・ハラスメント
等防止のための市
職員研修の充実、
相談体制の確立

セクシュア
ル・ハラスメ
ント防止のた
めの市職員研
修の実施回数

年1回 年1回

○セクシュアル・ハ
ラスメント防止のた
めの情報提供を行っ
た。
○セクシュアル・ハ
ラスメント防止のた
めの職員研修を行っ
た。（副課長級４７
人対象）
○相談窓口を中心と
した体制の整備・確
立

- A

市職員としての
責任や役割の再
認識を徹底し、
ジェンダーをは
じめとする人権
意識の一層の向
上を図る。

人事課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課
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基本目標 ３　あらゆる差別のない地域づくり

重点プラン ７　男女の視点を取り入れた市民活動・地域防災活動の推進
施策 23　地域活動における男女共同参画の推進と市民団体・地域団体の活動への支援

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

1　ゆう・あいセ
ミナーの開催（再
掲）

ゆう・あいセ
ミナーの開催
回数

年2回以上 年4回

○LGBTQ＋フレンド
リーな職場づくりの
ためにできること～
「性の多様性」への
理解～をテーマにイ
クボス講座を開催し
た。
○DVをテーマにDV防
止啓発講座を開催し
た。
○SOGIE/LGBTQ＋理
解促進をテーマにス
キルアップセミナー
を2回開催した。

238 A

多くの市民に参
加してもらえる
よう、世間で話
題になっている
身近なテーマで
講座を実施する
とともに、広く
情報が行き渡る
よう広報を工夫
する。

人権啓発課

基本目標 ３　あらゆる差別のない地域づくり

重点プラン ７　男女の視点を取り入れた市民活動・地域防災活動の推進
施策 24　地域社会を巻き込んだ男女共同参画の周知と普及、啓発の強化

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

2　ゆう・あい地
域講座の開催（再
掲）

ゆう・あい地
域講座でのア
ンケート結果
「男女共同参
画の意識が高
まった」の割
合

80.0％以
上

50.0%

馬路町自治会でゆ
う・あい地域講座を
開催し、LGBTQ+の基
本的な知識など男女
共同参画について啓
発を行った。

19 B

身近なテーマか
ら男女共同参画
について考える
講座を継続して
実施する。

人権啓発課

基本目標 ３　あらゆる差別のない地域づくり
重点プラン ７　男女の視点を取り入れた市民活動・地域防災活動の推進
施策 25　男女双方の視点等に配慮した緊急時対応

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

3　災害時におけ
る避難所の運営及
び物資の確保

避難所開設要
員に対する周
知回数

年1回 年１回

2023(令和5)年6月13
日に説明会を開催
し、生理用品の充実
やプライベートルー
ム等によるプライバ
シーの確保に努める
とともに、避難所開
設要員に男女双方の
視点に配慮できるよ
う周知を行った。

0 A

男女双方の視点
に配慮した避難
所運営が実施で
きるよう、今後
も周知を行って
いく。

自治防災課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課
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基本目標 ３　あらゆる差別のない地域づくり
重点プラン ７　男女の視点を取り入れた市民活動・地域防災活動の推進
施策 26　女性グループ・ネットワークづくりへの支援

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

4　男女共同参画
の実現を目指した
市民活動への支援

ＫＹＩＳＳ登
録団体への情
報提供回数

年1回以上 年7回

情報提供として、ゆ
う・あいフォーラム
やセミナーのチラ
シ、ゆう・あいプラ
ン2021の配布を行っ
た。

- A

継続して、ゆ
う・あいフォー
ラムやセミナー
の情報発信をす
る。

人権啓発課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課
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基本目標 ３　あらゆる差別のない地域づくり
重点プラン ８　多様な立場の困難を抱えた人々への支援
施策 27　社会的に不利な状況にある人々への支援

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

1　ひとり親家庭
への支援

- - -

ひとり親家庭の自立
と生活の安定のた
め、日常生活を支援
する各種制度の周知
や、就労支援・経済
的支援等に向けた事
業を行う。

13,816 A

引き続き、多様
な状況にあるひ
とり親家庭に対
する各種制度の
周知や支援を実
施していく。

子育て
支援課

2　単身高齢者や
高齢世帯への支援

- -

緊急通報装
置１７４台
福祉電話貸
与1件
敬老乗車券
販売２，４
７９冊

単身高齢者や高齢者
世帯の日常生活を支
援するための事業や
社会的孤立のない環
境づくりを行う。

緊急通報装
置1,594
福祉電話
18
敬老乗車券
12,134

A

福祉サービスの
内容を周知する
ため、広報の活
用やガイドブッ
クの作成を行
い、必要な方に
サービスが提供
できるよう繋げ
ていく。

高齢福祉課

3　障がいのある
人への支援

- -

性別に捉われず、障
がいのある人の自立
と生活の安定のた
め、日常生活や社会
参加を支援する事業
を行った。

A
今後も継続して
実施する

障がい
福祉課

4　ひとり親家庭
相談

- - 268

母子・父子自立支援
員を配置し、ひとり
親家庭の自立と生活
の安定に向けた相談
対応・助言を行う。

1,988 A

相談件数が多
く、内容が複
雑・多様化する
中で、一人ひと
りに寄り添った
相談対応・助言
をすべく、適切
な相談対応が実
施可能な体制の
整備・充実を
図っていく必要
がある。

子育て支援
課

5　高齢者への相
談事業

- - ７箇所

身近な相談窓口であ
る地域包括支援セン
ターによる相談支援
体制の充実を図る。

131,730 A

日常生活圏域す
べてに地域包括
支援センターを
設置。

高齢福祉課

6　障がいのある
人への相談事業

- -

性別に捉われず、障
がいのある人の特性
に応じた相談支援体
制の充実を図った。

19,228 A
今後も継続的な
相談体制を維持
する

障がい
福祉課

7　家庭児童相談 - - 362

家庭児童相談室に家
庭相談員を配置し、
子どもや家庭におけ
る子育て等の問題や
悩みについて、相談
対応・助言を行う。

18,096 A

家庭相談員を配
置し、家庭や児
童、関係者の相
談対応等を実施
した。

こども
家庭課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課
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基本目標 ３　あらゆる差別のない地域づくり
重点プラン ８　多様な立場の困難を抱えた人々への支援
施策 28　国際交流事業における男女共同参画の推進

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

8　国際交流事業
における男女共同
参画の推進

国際交流事業
における男女
共同参画に関
するチラシ等
の配布回数

年1回以上 年１回

文化や生活様式、風
土等との違いを超え
た国際理解や多文化
共生社会の実現に向
け、世界各国の文化
や歴史、言語、風
土、生活様式を紹介
する事業を行う。

82 A

国際交流協会主
催の外国人住民
との交流イベン
トにおいて、男
女共同参画社会
への理解度と意
識を高められる
よう、チラシ等
を配布して市民
の方に周知して
いく。

秘書課

9　外国人住民へ
の支援の充実

- - ‐

在住外国人の支援を
担うかめおか多文化
共生センターを拠点
として、相談業務や
言語サポーターの登
録を行い、外国人住
民への支援体制を充
実させる。

4,400 A

亀岡市在住の外
国人の方々が安
心して暮らして
いけるよう、相
談しやすい環境
づくりを進め
る。

秘書課

基本目標 ３　あらゆる差別のない地域づくり
重点プラン ９　生涯にわたる健康の保持と促進
施策 29　ライフステージに応じた健康づくりへの支援

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

1　保健サービス
事業

- -

健康教育
11回271人
健康相談
9回723人

健康づくり情報の提
供や、健（検）診、
相談、予防接種等の
実施により、主体的
に生涯を通じた健康
づくりに取り組むよ
う支援する。

906 A

効果的な事業啓
発方法を検討
し、健康づくり
の充実を図る。

健康増進課

2　妊娠期の支援 - -

パパママ教
室12回実施
（妊婦104
人、家族104

人）

男女がともに妊娠・
出産・子育てにかか
われるよう、父母と
もに参加でき、体験
や交流等を取り入れ
た教室を行う。

6 A
体験型、参加型
の教室を継続し
ていく。

こども
家庭課

3　生涯スポーツ
社会の推進と充実

スポーツ大会
（市及びス
ポーツ協会主
催事業）等の
参加人数

18,000人 29,352人

○あらゆる差別のな
い地域づくりを目指
し、児童期の子ども
をはじめ、青年期以
降の全ての市民を対
象に、自主的なス
ポーツライフの実現
に向けたサポートを
推進し、様々な種目
のスポーツに親しめ
る機会を提供した。

24,309 A

市民が誰でも気
軽に参加できる
事業を実施する
うえで、実施内
容が参加者の
ニーズに合った
内容となってい
るか検討が必要
である。

生涯スポ
ーツ課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績

2023(令和5)年度
以降の事業の方

向
（改善点等）

担当課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課
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基本目標 ３　あらゆる差別のない地域づくり
重点プラン ９　生涯にわたる健康の保持と促進
施策 30　女性の健康を脅かす問題についての対策の推進

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

4　心身の健康と
安全に関わる教育
の充実（再掲）

- -

学校教育の中で発達
段階に応じ、喫煙・
飲酒についての健康
被害やＨＩＶ／エイ
ズ、性感染症、薬物
乱用の有害性などに
関する正確な知識・
情報の提供を行っ
た。また、健康な身
体づくりを支援でき
る取り組みを進め
た。さらに、食に関
する正しい知識の普
及啓発を図るため、
食育の推進に努め
た。
〇発達段階に応じた
喫煙・薬物乱用防止
及び性教育等の実施
〇収穫や料理など体
験を通じた食育の普
及啓発

5,004 A
継続して実施す
る。

学校教育課

5　性と生殖の健
康・権利（リプロ
ダクティブ・ヘル
ス/ライツ）に関
する学習機会の提
供

リプロダク
ティブ・ヘル
ス/ライツに
ついて情報提
供を行う回数

年1回 年1回

○「女性に対する暴
力をなくす運動」期
間に啓発活動を行っ
た。

76 A

継続してセミ
ナーや「女性に
対する暴力をな
くす運動期間を
活用して、情報
提供を行う。

人権啓発課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課
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基本目標 ３　あらゆる差別のない地域づくり
重点プラン 10　ＬＧＢＴＱ＋への理解促進と支援
施策 31　ＬＧＢＴＱ＋の人への社会的理解の促進に向けた啓発

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

1　ＬＧＢＴＱ＋
の理解促進

ＬＧＢＴＱ＋
に関する情報
提供回数

年1回以上 年4回

○7月と12月にコ
ミュニティスペース
（京都まぁぶるス
ペース）を開催し、
交流の場を設けるこ
とで理解促進を図っ
た。
〇ゆう・あいフォー
ラムでセクシャルマ
イノリティをテーマ
とした講演を行っ
た。ＬＧＢＴＱ+の
啓発リーフレット作
成した。
○幼稚園、保育園、
小学校、中学校に絵
本の配布を行った。

723 A

多くの市民が参
加する催しの場
や講座などで、
身近にＬＧＢＴ
Ｑ+について考え
てもらえるよう
内容を工夫す
る。

人権啓発課

2　パートナー
シップ宣誓制度の
実施

- - -

2021(令和3)年3月か
らパートナーシップ
宣誓制度を開始し、
京都府下においては
5自治体間で連携を
行っていたが、
2023(令和5)年度に
は大阪府、兵庫県と
の都市間連携が決定
した。利便性の向上
とあわせて性の多様
性の理解を広め、当
事者の生きづらさの
解消に取り組んだ。

0 A

パートナーシッ
プ宣誓制度の周
知や利用しやす
い環境づくりを
継続的に実施し
ていく。

人権啓発課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課
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基本目標 ４　あらゆる暴力の根絶に向けた環境づくり　【ＤＶ対策基本計画】

重点プラン 11　暴力に気づき、暴力をふるわない、許さない意識づくり
施策 32　女性に対する暴力を根絶するための基盤づくり

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

1　ゆう・あいセ
ミナーの開催（再
掲）

ゆう・あいセ
ミナーの開催
回数

年2回以上 年4回

○LGBTQ＋フレンド
リーな職場づくりの
ためにできること～
「性の多様性」への
理解～をテーマにイ
クボス講座を開催し
た。
○DVをテーマにDV防
止啓発講座を開催し
た。
○SOGIE/LGBTQ＋理
解促進をテーマにス
キルアップセミナー
を2回開催した。

238 A

多くの市民に参
加してもらえる
よう、世間で話
題になっている
身近なテーマで
講座を実施する
とともに、広く
情報が行き渡る
よう広報を工夫
する。

人権啓発課

女性に対する
暴力をなくす
運動の街頭啓
発の実施回数

年1回以上 年2回

配偶者等にお
ける暴力防止
法の認知度

90.0%

-
(2024(令和
6)年度に意
識調査実施

予定)

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

人権啓発課
2　暴力を根絶す
るための広報・啓
発活動の推進

〇ゆう・あいフォー
ラムで暴力防止に関
する展示及び啓発物
品の配布を行った。
〇ＤＶ防止啓発講座
を実施した。
〇意識調査は
2024(令和6)年度に
実施予定。

76 A

継続して、ゆ
う・あいフォー
ラムやセミナー
を通じて啓発を
していく。
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基本目標 ４　あらゆる暴力の根絶に向けた環境づくり　【ＤＶ対策基本計画】

重点プラン 11　暴力に気づき、暴力をふるわない、許さない意識づくり
施策 33　配偶者等からの暴力への対策の推進

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

3　緊急時の対応
マニュアルの整備

- - -

被害者からの相談や
関係機関からの通報
による緊急時に、即
時に対応できるよ
う、対応マニュアル
の整備を行う。

- A

女性の相談ネッ
トワーク会議で
共有し、連携強
化につなげてい
く。

人権啓発課

4　被害者の自立
に向けた支援

- -

2024(令和6)
年3月末時点

入所数
（実世帯
数）6件
（延べ人
数）13人

児童とその児童を養
育する女性の保護が
必要な場合に、母子
生活支援施設への入
所により、母子の保
護と自立を支援す
る。

22,385 A

母子生活支援施
設への入所に際
し、支援を実施
し、母子の保護
と自立支援を実
施した。

こども
家庭課

5　被害者情報の
保護

- - 実施

各種手続きを行う窓
口等において、被害
者等やその関係者の
情報の漏えいを防ぐ
ため、情報管理を徹
底するとともに、住
民基本台帳の閲覧制
限等、被害者の情報
を保護し、安全を確
保する取組みを行
う。

0 A

引き続き被害者
及びその関係者
の居所等の情報
の漏えいを防止
するための取組
みを継続する。

市民課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課
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成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

6　ＤＶ被害者等
の市営住宅への入
居

- -

市営住宅の
入居募集
時、ＤＶ被
害者世帯を
対象に含む
優先世帯向
け募集を
行った。

市営住宅の入居募集
時、ＤＶ被害者世帯
を対象に含む優先世
帯向け募集を行う。
また、空き部屋があ
り且つ緊急性の高い
ケースにおいて、Ｄ
Ｖ被害者の市営住宅
への期限付き入居を
承認（地方自治法及
び亀岡市財務規則に
おける行政財産の目
的外使用）し、ＤＶ
被害者の生活の安定
と自立の支援を行
う。

- A
継続して実施す
る。

建築住宅課

7　児童虐待への
適切な対応

- -
連絡調整会

議
9回開催

児童虐待の未然防止
や早期発見に取り組
み、子どもの安全確
保の対応や被虐待児
童の自立支援や家庭
支援等を、関係機関
との緊密な連携のも
と、迅速・的確に行
う。

27,352 A

要保護児童対策
地域協議会の選
定ケースが増加
していることか
ら、会議を有効
的かつ効率的に
運営する必要が
ある。

こども
家庭課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課
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基本目標 ４　あらゆる暴力の根絶に向けた環境づくり　【ＤＶ対策基本計画】
重点プラン 12　DV被害者への相談や支援の強化
施策 34　相談体制の充実と連携の強化

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

1　女性の相談室 - - -

女性の相談室の実施
○一般相談（週5
日）午前10時～午後
4時
○専門相談
・フェミニストカウ
ンセリング　年18回
・法律相談　年18回

4,312 A

相談窓口の周知
及び支援が必要
な人を適切な相
談窓口へつなぐ
ための情報提供
をしていく。

人権啓発課

2　女性の相談
ネットワーク会議
の開催

女性の相談
ネットワーク
会議の開催回
数

年2回以上 年2回

○各相談機関におけ
る相談実績等につい
ての情報共有及びDV
の基礎知識について
のグループワークを
行った。
○被害者のさまざま
な問題に対し支援を
行うため、警察、保
健・福祉、医療など
の関係機関を対象に
ＤＶ防止講座を開催
した。

0 A

関係機関と連携
強化するため、
勉強会を開催す
る。

人権啓発課

3　人権相談
人権相談の実
施回数

月2回 月2回

人権擁護委員による
人権相談を実施す
る。また、人権相談
のＰＲを図る。

0 A

引き続き人権擁
護委員による人
権相談を実施す
る。また、人権
相談のPRを図
る。

人権啓発課

4　被害者の自立
支援に向けた関係
機関との連携

年2回

各機関の担当者と連
携し、相談者へ適
切・迅速な対応がで
きるようにネット
ワーク会議を開催。
情報の共有化など、
総合的な支援体制の
充実を図った。

0 A

継続的に関係機
関との連携課題
などを洗い出
し、支援体制を
充実させる。

人権啓発課

5　相談窓口の周
知

「女性の相談
室」を知って
いるという人
の割合

50.0%

-
（2024(令和
6)年度に意
識調査実施

予定

〇講座開催時に資料
として相談室のパン
フレットの配布を
行った。
〇ＤＶ相談カード、
リーフレットの活用
や、市ホームページ
などで周知を図っ
た。
〇意識調査は
2024(令和6)年度に
実施予定。

47 A

講座やＤＶ相談
カード等を活用
し、相談窓口の
周知をしてい
く。

人権啓発課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課
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基本目標 ５　市民と行政の協働による男女共同参画の推進

重点プラン 13　男女共同参画の実効性の確保
施策 35　庁内連携による計画の推進

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

1 男女共同参画推
進員の任命

男女共同参画
推進員会議の
実施回数

年2回以上 年2回

男女共同参画の職場
づくりに向け、職員
一人ひとりの意識を
高めるため、男女共
同参画推進員会議の
開催、ゆう・あいセ
ミナーに推進員の参
加を促し、研修の機
会を提供した。

- A

継続して、男女
共同参画推進員
会議の開催、ゆ
う・あいセミ
ナーへの参加を
促し、職員の意
識を高めてい
く。

人権啓発課

基本目標 ５　市民と行政の協働による男女共同参画の推進

重点プラン 13　男女共同参画の実効性の確保
施策 36　苦情処理のためのシステムづくり

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

2　苦情処理制度
の運用

- - -

苦情の申し出の制度
について、広く市民
に周知するため、
ホームページで広報
した。
申し出件数　0件

- A
継続して実施す
る。

人権啓発課

基本目標 ５　市民と行政の協働による男女共同参画の推進
重点プラン 13　男女共同参画の実効性の確保
施策 37　計画の進行管理

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

3　男女共同参画
計画の実施計画の
策定・進行管理

実施状況の点
検評価達成率

Ａ評価
90.0％以

上
91.6%

実施状況の点検・評
価を行い、計画の着
実な推進を図るとと
もに、進捗状況を取
りまとめ、ホーム
ページ等に掲載し、
公表した。

- A
A評価を維持でき
るよう、継続し
て実施する。

人権啓発課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課
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基本目標 ５　市民と行政の協働による男女共同参画の推進
重点プラン 14　男女共同参画事業の周知
施策 38　男女共同参画条例の周知

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

1　男女共同参画
条例の普及・啓発

亀岡市男女共
同参画条例の
認知度

50.0％以
上

-
※2024(令和
6)年度に意
識調査実施

予定

〇ゆう・あいフォー
ラムで条例について
展示し、啓発を行っ
た。
〇セミナーで男女共
同参画条例のパンフ
レットを配布した。
〇意識調査は
2024(令和6)年度に
実施予定。

- A

ゆう・あい
フォーラムやセ
ミナーで周知を
図っていく。

人権啓発課

基本目標 ５　市民と行政の協働による男女共同参画の推進
重点プラン 14　男女共同参画事業の周知
施策 39　市民との協働による男女共同参画の推進

成果指標 数値目標 2023(5)年度実績 事業実施内容
事業費
（千円）

評価

2　地域活動、市
民活動の拠点づく
り

市民活動団体
への男女共同
参画に関する
情報提供回数

年1回 1回

2022(令和4)年度に
「亀岡市支えあいま
ちづくり協働支援
金」を活用した団体
から、子育て支援や
障がい児者と健常者
の交流を深める事業
等をホームページと
施設での掲示により
情報提供した。

- A

継続して、男女
共同参画に関す
る市民活動の情
報を発信する。

市民力
推進課

3　男女共同参画
推進事業「ゆう・
あいフォーラム」
の開催

「ゆう・あい
フォーラム」
の開催

年1回 年1回

市民との協働によ
り、「ゆう・あい
フォーラム」を開催
し、ＬＧＢＴＱ＋に
ついての理解を深め
るための講演会や男
女共同参画に関する
展示やワークショッ
プを行った。フォー
ラムを通じてグルー
プや団体等のネット
ワークづくりを促進
した。

764 A

市民と協働しな
がら、男女共同
参画社会の啓発
事業を実施し、
団体とのネット
ワークづくりを
引き続き促進す
る。

人権啓発課

4　男女共同参画
の実現を目指した
市民活動への支援
（再掲）

ＫＹＩＳＳ登
録団体への情
報提供回数

年1回以上 年7回

情報提供として、ゆ
う・あいフォーラム
やセミナーのチラ
シ、ゆう・あいプラ
ン2021の配布を行っ
た。

- A

継続して、ゆ
う・あいフォー
ラムやセミナー
の情報発信をす
る。

人権啓発課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課

施策(制度･事業)名
2023(令和5)年度事業実績 2023(令和5)年度

以降の事業の方
向

（改善点等）

担当課
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